
 

 

 

 

 

 

 

 

 今，学校では，子供たちが中学校や高校などに進学したり，社会に出たりしたときに，そ

こで過ごすことになった友人・知人，あまり知らない人，初めて会う人とも，『自分の持ち味

を出しながら自然体でふれ合い，生き生きと活動できる子供になってほしい』という願いで，教育

活動を展開しています。 

そんな子供たちにするためには，まずは自信をもたせることが大切だと考えています。そ

のために，生活科や総合の時間を中心に「自分の思いを語る」「相手の思いを聞き合う」こ

とで子供たちを成長させるだけでなく，自分たちがこだわって研究・練習したことを「認めて

もらえる」場を設けることも必要だと感じています。 

 その場として，「ライジング フェスタ inあがた」を設定しました。参観日では，よく知

っている数人の親の前の発表です。あまり知らない・初めて会う人ではないので，上のよう

な願いを達成することが難しいのです。ところが，このフェスタには，願いを実現しやすい

環境がそろっています。あまり知らない人（親，地域の方）が

周りにいて，それもいっぱい目の前にいます。そして，子供

たちがこだわりをもって研究・練習したことを，「知ってもら

う」「質問してもらう」「拍手や賞賛してもらう」など，じかに

反応してもらえます。 

 このフェスタを機に，子供たちの明るい未来を創っていき

ましょう。ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

フェスタのチラシの中に，「大人のめあて」

があるのにお気付きでしょうか？ 

前述のとおり，来ていただいた子供たちが

「あまり知らない」大人の方に，ドキドキしな

がら自分の話を聞いてもらうことは，とっても

意義深いことなのです。だから，①我が子だけでなく全ての子供たちの発表を聞きに行って

ほしいのです。そして，②子供たちの語りを聞いて，反応してほしいので

す。子供たちの研究・練習してきた内容の良さ引き出す質問を，子供たち

の自信のつきそうな感想を，思い浮かばなかったら大きな拍手を！，子供

たちに「いいね～！」とエールを送ってくださいね。 

井原市立県主小学校 学校だより NO.６ 

令和５年 11月１7日 発

行 

大人のめあてを目指し，全ての学年の発表に参加を‼ 



 

 

 

 

 今月１９日に『ライジング フェスタ in あがた ～わくわ

く チャレンジ きらめき～』を開催します。この題名には，教職

員と保護者の「こんな子に育ってほしい」という願いが込め

られていると考えています。 

「ライジング」という言葉は，「自分の力で成長する」とい

う意味があります。成長するのはもちろん子供たちです。そ

の子供たちが日頃学んだり研究したりしてきたことを皆さ

んに語りかけ皆さんとやり取りをしながら自信をもち，この日を起点に，今後，予測困難な

激動の社会の中でも生き抜く力を少しずつ身に付けていけたらと期待しています。 

一方，「ライジング」の言葉の裏側に，実は「レイジング」という言葉も隠れているのです。

「レイジング」という言葉は，「子供たちを成長させる・高める」という意味があります。子

供たちを成長させるのは大人です。したがって，大人にとっては「レイジング フェスタ in 

あがた」となります。この日の大人の役目は，子供たちがこれまで考えてきたことを引き出

す・語らせる・高めることで，子供たちが自信をつけたり，さらに成長させたりすることなの

です。 

だから，フェスタのチラシにも「大人のめあて」を記載しています。教職員はこの日を目

指し子供たちを教育し，当日は保護者・地域の皆さん

には「地域の子供は地域で育てる」という意識で参加

していただき，子供たちを成長させる応援をくださ

ると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェスタの目玉はここ‼ 

フェスタ当日，受付でフェスタの見どころがわか
る案内チラシをお配りします。そのチラシには，各

学年の発表のこだわりポイントの目玉が 
このチラシには載っています。 
右の例は，幼稚園と１年生の紹介文で 

す。こだわったポイントを（ここでは説 
明のため）色付けしています。 
幼稚園では，園児の思いを大切にして，が自らで

役名や説明などを作り劇を仕上げてきた 
ことがわかります。 
 １年生は，児童の願いや知らせたいこ 
とを大切にして，きらめきこうぼうを準 
備してきたことがわかります。 

 これを参考にして子供たちへの声掛け 
をお願いします。 

の意味は？ 


